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近畿地方整備局
令和8年8月7日

第8号

＜8/7の活動＞
【先遣班】
・九州地整本局において各種調整対応。
【給水支援班】（１班・２班）
・緑川地区農村運動広場、氷川町立氷川中学校、
熊本市上下水道局 西部上下水道センターにて給水
活動
＜これまでの活動＞
●給水支援
・７月３１日～８月２日 嘉島町簡易水道
・８月３日～ 宇城市、八代市、宇土市
●コンテナ型トイレの設置
・８月２日～ 道の駅「竜北（熊本県氷川町）」
・８月７日～（運搬中）鏡コミュニティーセンター（熊本

県八代市）
●トイレカーの提供
・８月３日～ 九州地方整備局へ貸与（１台）
●台風に備えた資材の手配・運搬
・８月５日～ 熊本県内の各自治体に提供
●山林火災の緊急対応として防火水槽に注水対応
・８月６日 宇城市

○近畿地方整備局では、令和８年７月２８日に発災した令和８年熊本地震による被災地の支援のため、九州地方へＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ（緊急
災害対策派遣隊）を７月３０日から派遣しています。
○８月6日は、各所での給水活動に加え、断水エリアで発生した山林火災の緊急対応として防火水槽への注水対応を実施しました。
また台風対策として、近畿地方整備局が災害協定に基づきブルーシート等の物資の手配を日建連関西支部に依頼、輸送をサカイ引越セン
ターに依頼し、５日に大阪を出発したトラックが被災地に到着し５自治体に資材を引き渡しました。
○８月7日は、緑川地区農村運動広場、氷川町立氷川中学校、熊本市上下水道局 西部上下水道センターで給水活動を実施しました。
また災害用のコンテナトイレが道の駅「すさみ（和歌山県）」から被災地の「鏡コミュニティーセンター（熊本県八代市）」に向けて出発。

災害用のコンテナ型トイレが被災地に
向けて出発「道の駅すさみ（和歌山県）」

中央電子工業熊本工場（熊本県宇城市）

■8/6 山林火災の緊急対応として、
防火水槽へ注水対応を実施

■8/7 コンテナ型トイレが出発

資材が被災地に到着し、５自治体に引き渡し（熊本県内）
■8/6 台風に備えた資材の手配・運搬
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